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信
しん

じていることを�
分
わ

かち合
あ

う

大
だい

管
かん

長
ちょう

会
かい

か ら

このお話
はなし

は，「子
こ

供
ども

および弟
で

子
し

として」『リアホナ』2003 年
ねん

5 月
がつ

号
ごう

，29 － 32 をもとに書
か

かれました。

週
しゅう

末
まつ

は 
どうだった？

わたしのお父
とう

さんは科
か

学
がく

者
しゃ

でした。あるとき，わたしはお父
とう

さんが
大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

たちに向
む

けて話
はな

した言
こと

葉
ば

を読
よ

みました。その中
なか

で，お父
とう

さんは科
か

学
がく

について話
はな

しながら，そうぞうと，そうぞう主
ぬし

について話
はな

し
ていました。集

あつ

まった人
ひと

たちの中
なか

に，お父
とう

さんと同
おな

じ信
しん

仰
こう

を持
も

っている
人
ひと

はほとんどいませんでした。そのことを知
し

っていたわたしは，不
ふ

思
し

議
ぎ

に思
おも

って言
い

いました。「お父
とう

さん，あかしを分
わ

かち合
あ

ったんだね。」
お父

とう

さんはおどろいた顔
かお

でわたしを見
み

て，「そうだったかな？」と言
い

い
ました。お父

とう

さんは自
じ

分
ぶん

が勇
ゆう

敢
かん

な行
おこな

いをしていることに気
き

づいてすら
いなかったのです。ただ自

じ

分
ぶん

がほんとうだと知
し

っていることを話
はな

してい
たのです。

バプテスマを受
う

けた人
ひと

はみな，福
ふく

音
いん

を分
わ

かち合
あ

うと約
やく

束
そく

しています。
わたしたちは自

じ

分
ぶん

と，出
で

会
あ

うすべての人
ひと

に対
たい

する救
すく

い主
ぬし

の愛
あい

を感
かん

じられ
るように，信

しん

仰
こう

をもっていのることができます。みなさんは主
しゅ

の教
きょう

会
かい

と
主
しゅ

の業
わざ

にむねがわくわくしてきて，それが表
ひょう

情
じょう

に表
あらわ

れるでしょう。自
じ

分
ぶん

が
信
しん

じていることを話
はな

すことは，みなさんの生
せい

活
かつ

の一
いち

部
ぶ

となるでしょう。●

よかったよ！
教
きょう

会
かい

に 
行
い

ったの。

イ
ラ
ス
ト
／
ア
リ
ッ
サ
・
タ
レ
ン
ト

大
だい

管
かん

長
ちょう

会
かい

第
だい

二
に

顧
こ

問
もん

ヘンリー・B・ 
アイリング管

かん

長
ちょう

多
おお

くの人
ひと

が 
ちがった宗

しゅう

教
きょう

を 
信
しん

じています。 
みなさんは 

どんなことを 
信
しん

じていますか？

お父
とう

さんが 
病
びょう

気
き

なんだ。 
お父

とう

さんのために 
いのってくれる？

分
わ

かち合
あ

う簡
かん

単
たん

な方
ほう

法
ほう

福
ふく

音
いん

を分
わ

かち合
あ

う方
ほう

法
ほう

はたくさんあります！ あなたが信
しん

じていることを分
わ

かち合
あ

うために， 
それぞれの人

ひと

にどんなことが言
い

えるか書
か

きましょう。最
さい

初
しょ

のふき出
だ

しはすでに書
か

いてあります。


